
　

国
際
協
同
組
合
年
の
年
に
あ
た
る

２
０
１
２
年
（
平
成
二
十
四
年
）
９
月

23
日
、
広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

主
催
の
、『
北
欧
視
察
』　

団
の
一
行
が

成
田
空
港
を
飛
び
立
っ
た
。
当
連
合
会

は
、
国
際
協
同
組
合
年
に
あ
た
っ
て
、

２
０
２
０
年
に
向
け
て
の
新
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
に
、「
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

形
成
」「
地
域
社
会
へ
の
関
与
」
と
い

う
２
つ
の
柱
を
掲
げ
、
８
つ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
提
示
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
の
３
つ
の

主
要
な
項
目
「
福
祉
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
食
糧
」
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
り
方
を

問
う
た
め
に
、
先
駆
的
成
果
を
上
げ
て

い
る
、
北
欧
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン

マ
ー
ク
）
の
２
国
を
訪
問
。
国
内
の
各

分
野
で
活
躍
す
る
メ
ン
バ
ー
14
名
の

「
視
察
団
」
一
行
は
、
限
ら
れ
た
日
時

の
な
か
で
、
福
祉
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食

に
か
か
わ
る
多
く
の
も
の
を
つ
か
ん
で

帰
っ
た
…
。（
２
頁
に
続
く
）

平和とより良き生活のために
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■
９
月
23
日
（
日
）　

日
本
出
発

［
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
］

■
９
月
24
日
（
月
）　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
高
齢
者
住
宅
視
察

　
『
エ
ー
ネ
バ
ッ
ケ
ン
』
：
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
住
宅
生
協　
　
　

 

が
運
営
す

る
高
齢
者
特
別
住
宅
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
か
ら
北
に
車
で
１
時
間
の
距
離
に
あ

り
、
自
然
が
美
し
い
ウ
ス
ト
オ
ケ
ー
市

の
オ
ケ
ー
シ
ョ
バ
リ
ー
地
区
に
あ
る
。

　
　
　
　

は
、
２
０
０
６
年
の
開
設

で
、生
協
（
親
会
社
：
１
９
２
３
年
〜
）

が
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
で
あ
る
。
建
物
は Danator 

と
い

う
不
動
産
会
社
が
所
有
。
３
階
建
て

１
０
８
戸
、
１
、２
階
は
認
知
症
の
人
、

３
階
は
身
体
的
な
介
護
が
必
要
な
人
や

高
齢
者
の
住
ま
い
で
、
各
階
４
つ
の
ユ

ニ
ッ
ト
（
Ⅰ
ユ
ニ
ッ
ト
：
９
名
）
に
分

か
れ
て
１
０
８
名
の
介
護
が
な
さ
れ
て

い
る
。
１
部
屋
の
床
面
積
は
約
29
㎡
、

小
さ
な
台
所
、
洗
面
シ
ャ
ワ
ー
室
が
つ

い
て
い
る
。
各
フ
ロ
ア
ー
に
は
共
用
の

リ
ビ
ン
グ
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
も
あ
る
。

　

エ
ー
ネ
バ
ッ
ケ
ン
の
玄
関
を
入
る

と
、　　
　

の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ク
ト

さ
ん
と
高
齢
者
住
宅
の
４
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

　

高
齢
者
住
宅
は
、
事
務
担
当
、
介
護

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
め
ざ
し
て

12

（１）ＦＥＣ自給圏づくり（食・エネルギー・ケアの地産地消）
　　①食・食料（Foods）　　食の安全・安心の確保、食料の安全保障の確立、日本型
　　　食生活の見直し、家庭から出る食品廃棄物の削減、食育や学校給食の地産地消
　　　・・・。
　　②環境・エネルギー（Energy）　　環境にやさしいくらし方の見直し（エコライフ
　　　の推進）、家庭や事業レベルでの電力需要総量の削減、原発依存から脱却し持続可
　　　能な自然エネルギーの導入・促進・・・。
　　③福祉・医療（Care）　　生協らしい介護・医療の充実強化、高齢者向けの住宅の提供、
　　　お互いさまの助け合いの推進、老若男女が集える場づくり。

（２）セイフティネットの形成
　　①くらし　　高齢者の出番づくり、子育て支援、買い物困難者・認知症への対応・・・。
　　②防災　　行政との物資協定締結と訓練、自主防災組織との連携・・・。
　　③消費者問題　　高齢者の見守りを兼ねた消費者被害防止ネットワーク形成・・・。

（３）平和の確立　　「戦争も核兵器ない平和な世界」をめざして
　　　平和市長会議提唱「２０２０ビジョン」への賛同・連携、
　　　広島県「国際平和拠点ひろしま構想」との連携、
　　　「核兵器禁止条約」の締結に向けた連帯活動の推進、被爆者団体との連携強化・・・。

広島県生協連 2020 年ビジョン（抜粋）

特集
HYGGE の国を訪ねて…

広島県生活協同組合連合会

会長理事   岡村  信秀  

スエーデンストックホルム住宅生協視察の岡村会長

一
日
一
日
が
な
る
べ
く
生
き
が
い
の
あ
る
、

そ
し
て
意
義
が
あ
る
よ
う
に
生
活
す
る
…

SW
ED

EN

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
当
連
合
会
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
冨
田
巖
前
会
長
理
事
の
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
当

連
合
会
に
と
っ
て
は
厳
し
い
一
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
日
本
は
く
ら
し
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
の
希
薄
化
に
よ
る「
無
縁
社
会
」と
呼
ば
れ
る「
ば
ら
け
た
社
会
」

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
と
、
地
域
経
済
の
疲
弊
や
貧
困
・
格
差
の
拡
大
に
よ
る
生
活
苦

と
将
来
不
安
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
克
服
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
い
、
新
た
な
つ
な
が

り
の
形
成
と
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
革
新
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
協
同
の
再
生
と
地

域
循
環
型
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
、
す
な
わ
ち
協
同
を
育
み
、
生
命
の
維
持
や

く
ら
し
に
と
っ
て
最
も
根
源
的
な
食
料
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
医
療
・
福
祉
（Foods, 

Energy, Care

）
を
地
域
自
給
（　
　
　

  
自
給
圏
づ
く
り
）
さ
せ
る
な
か
で
解
決
の
糸

口
が
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、創
立
45
周
年
を
迎
え
た
広
島
県
生
協
連
で
は
、昨
年
10
月
に
、

「
県
連
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
め
ざ
す
方
向
性
は
、
Ｆ
Ｅ
Ｃ
自
給

圏
づ
く
り
、
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
形
成
、
平
和
の
確
立
を
と
お
し
て
「
誰
も
が
安
心

し
て
く
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

　

当
連
合
会
は
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

F
E
C

H
S
B

H
S
B

H
S
B

福
祉
士
、
理
学
療
法
士
等
の
資
格
を

持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
一
組
と
な
っ
て
、

シ
フ
ト
体
制
で
こ
こ
の
介
護
を
支
え
て

い
る
。

　

高
齢
者
住
宅
の
共
同
食
堂
兼
共
同
リ

ビ
ン
グ
で
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
シ
ク
ト
さ

ん
か
ら
話
を
聞
く
。

　
　
　
　
（
住
宅
生
協
）
は
、
生
協
か

ら
独
立
し
た
事
業
で
「
介
護
業
」
を
主

体
と
し
た
仕
事
を
し
て
い
る
。
始
ま
り

は
１
９
９
３
年
で
、市
民
の
“
ニ
ー
ド
”

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
。
具
体
的
に
は
、
働
く
両
親

に
代
わ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
の
「
ケ
ア
」

と
「
教
育
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

だ
。
そ
の
後
、
１
９
４
１
年
か
ら
年
金

受
給
者
用
の
住
宅
提
供
（
賃
貸
・
利
用

権
）
を
始
め
、
１
９
９
３
年
か
ら
「
介

護
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

エ
ー
ネ
バ
ッ
ケ
ン
の
業
務
に
対
す
る

評
価
は
平
均
３
（
公
的
機
関
か
ら
の
評

価：５
段
階
）を
得
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
、
高
齢
者
施
設
の
料
金
は
、

個
人
（
介
護
者
）
最
高
額
１
７
６
０

ク
ロ
ー
ネ
（
１
ク
ロ
ー
ネ
＝
17
円
）。

平
均
的
ア
パ
ー
ト
代
は
、
６
７
０
０

ク
ロ
ー
ネ
・
月
、
そ
れ
に
食
事
代
：

３
２
０
０
ク
ロ
ー
ネ
・
月
が
加
わ
る
。

　
　
　
　

の
業
務
内
容
は
、訪
問
介
護
、

在
宅
介
護
。
両
者
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

は
、
ま
だ
規
模
が
小
さ
い
の
で
シ
ェ
ア

H
S
B

H
S
B

は
明
確
で
は
な
い
と
い
う
。
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
市
に
は
１
２
４
の
業
者
が
あ
る

が
、
高
齢
者
介
護
シ
ェ
ア
の
内
訳
は
、

大
き
く
分
け
て
３
分
の
１
が
住
宅
生

協
、
ゼ
ネ
コ
ン
が
３
分
の
１
、
残
り
の

３
分
の
１
が
公
社
と
な
っ
て
い
る
。
住

宅
生
協
の
ウ
エ
イ
ト
は
か
な
り
大
き
い

と
い
え
る
。

　

し
か
し
、生
協
、公
社
、ゼ
ネ
コ
ン
と
、

３
社
が
業
務
を
分
け
合
っ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
が
、
生
協
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
人
た
ち
は
、介
護
に
関
し
て
は「
住

宅
生
協
に
！
」
と
言
っ
て
く
れ
る
と
い

う
。
だ
か
ら
、
こ
の
業
界
で
は
可
能
性

は
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
ま

た
、　　
　

独
自
で
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
に
対
し
て
の
専
門
組
織
を
つ
く
り
、

認
知
症
に
続
く
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
専
門

介
護
を
、
他
に
先
駆
け
て
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
る
。

『　
　
　
　

  

モ
デ
ル
』

　

高
い　
　
　

を
基
本
と
し
、
１
日
１

日
が
な
る
べ
く
生
き
が
い
の
あ
る
、
意

義
の
あ
る
よ
う
に
生
活
で
き
る
よ
う
に

支
援
。
高
齢
者
は
機
能
低
下
や
慢
性
病

に
悩
む
よ
り
、
孤
独
、
漠
然
と
し
た
不

安
感
、
時
間
の
持
て
余
し
、
等
の
悩
み

が
強
く
、
自
然
な
形
で
、
子
ど
も
や
動

物
、
植
物
な
ど
の
自
然
に
ふ
れ
あ
え
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
支

援
を
主
体
と
し
て
い
る
。

H
S
B

E
D
E
N

Q
O
L



34

エ
ー
ネ
バ
ッ
ケ
ン
高
齢
者
特
別
住
居
視
察

「
施
設
」
で
は
な
く
生
活
す
る
『
住
宅
』

　

最
高
責
任
者
マ
ル
ギ
ッ
ト
・
マ
キ
タ

ロ
ー
、
タ
ニ
ヤ
・
ク
ラ
ビ
ン
ス
カ
（
介

護
福
祉
士
）、
ピ
ル
ギ
ッ
タ
・
ヴ
イ
ク

ル
ン
ド
（
認
知
症
専
門
看
護
師
）、ギ
ッ

テ
・
ハ
ン
ソ
ン
（
理
学
療
法
士
）
さ
ん

た
ち
に
高
齢
者
特
別
住
居
内
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
、
見
学
。
そ
の
後
住
宅
の

概
要
と
認
知
症
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
う
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
高
齢
者
住
宅

に
入
居
す
る
人
た
ち
に
関
し
て
は
、
介

護
す
る
人
た
ち
は
で
き
る
だ
け
本
人
が

で
き
る
こ
と
は
、
本
人
に
さ
せ
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
、

そ
れ
を
徹
底
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
些

細
な
こ
と
で
も
、
本
人
が
で
き
れ
ば
決

し
て
そ
れ
を
手
助
け
す
る
こ
と
は
し
な

い
。
手
助
け
す
る
こ
と
は
、
本
人
の
活

動
能
力
を
摘
み
取
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
、
で
き
る
こ
と
は
徹
底
し
て
本
人

に
や
ら
せ
る
。「
そ
の
方
が
本
人
の
た

め
」、
だ
と
ス
タ
ッ
フ
の
人
た
ち
は
言

い
切
る
。

　

個
人
の
部
屋
を
、
何
組
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
見
学
す
る
。各
部
屋
は
、

一
人
で
住
む
に
は
十
分
の
広
さ
で
（
約

30
㎡
）、
寝
室
、
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン

グ
、
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
と
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
部
屋
の
調
度
品

は
、す
べ
て
個
人
が
持
参
し
た
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
合
わ
せ
て
、
飾
り

棚
、
机
、
壁
掛
け
な
ど
が
飾
り
付
け
ら

れ
、
各
部
屋
と
も
、
住
む
人
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
庭

の
外
で
は
、
誰
か
の
飼
い
犬
が
自
由
に

走
り
回
り
、
建
物
の
廊
下
で
は
、
こ
れ

ま
た
誰
か
が
飼
っ
て
い
る
ネ
コ
が
「
私

も
こ
こ
の
住
人
」
と
ば
か
り
、
ゆ
っ
く

り
と
歩
き
回
っ
て
い
る
。

　

個
人
の
部
屋
と
は
別
に
、
共
同
の
リ

ビ
ン
グ
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
、サ
ン
ル
ー
ム
、

そ
し
て
か
な
り
の
蔵
書
が
本
棚
に
並
ぶ

図
書
室
（
蔵
書
は
寄
付
さ
れ
た
も
の
が

多
い
）
が
も
う
け
ら
れ
て
お
り
、
暮
ら

す
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
不
自
由
す
る
こ

と
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

エ
ー
ネ
バ
ッ
ケ
ン
に
暮
ら
す
人
た
ち

は
、
60
歳
代
か
ら
90
歳
近
く
ま
で
年
齢

構
成
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
80
歳
か
ら

85
歳
ま
で
の
人
の
比
率
が
い
ち
ば
ん
高

い
。
そ
し
て
、
入
居
し
て
、
大
体
３
年

〜
４
年
く
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ

こ
で
生
涯
を
終
え
る
。

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

　

午
後
、
食
事
を
終
え
て
し
ば
ら
く
す

る
と
、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
タ
イ
ム

と
な
る
。
月
曜
日
は
ダ
ン
ス
・
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
（
認
知
症
の
人
対
象
）、
水
曜

日
は
グ
ル
ー
プ
体
操
、
火
・
金
曜
日
は

読
書
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
の
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
。
部
屋
中
に

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
が
流
れ
る
と
、
ス

タ
ッ
フ
や
、
わ
れ
わ
れ
訪
問
者
も
混

じ
っ
て
、
ダ
ン
ス
の
競
演
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
静
か
に
い
す
や
車
い
す
に

座
っ
て
い
た
人
た
ち
が
、
立
ち
上
が
っ

て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
腕
を
組
む
と
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
て
広
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
踊
っ
て
ま
わ
る
。
心
地
よ
い
音
楽
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
、
日

常
を
離
れ
た
に
ぎ
わ
い
に
、
居
合
わ
せ

た
全
員
が
、
上
気
し
た
表
情
に
な
っ
て

い
る
。

　

モ
デ
ル
ル
ー
ム
の
玄
関
ド
ア
は
、
高

齢
者
の
方
や
認
知
症
の
方
に
で
も
、
そ

こ
が
「
ド
ア
」
だ
と
わ
か
る
よ
う
に
濃

い
色
（
ブ
ル
ー
）
で
塗
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ド
ア
横
に
は
、
カ
メ
ラ
付
き

の
イ
ン
タ
ホ
ン
が
取
り
付
け
ら
れ
、
暮

ら
し
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も
気
を
配
ら

れ
て
い
る
。

　

個
人
の
部
屋
は
、
リ
ビ
ン
グ
・
キ
ッ

チ
ン
、
洗
面
室
、
寝
室
の
３
室
が
基

本
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の
部
屋
も
明

る
い
雰
囲
気
で
、
暮
ら
し
心
地
の
良

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
各
部
屋
に

は
、
高
齢
者
・
認
知
症
の
方
に
対
す
る

設
備
や
照
明
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
位
置
と

高
さ
、
掃
除
し
や
す
い
よ
う
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
床
、
証
明
を
消
す
と
自
動
的

に
足
元
や
床
を
照
ら
す
照
明
が
つ
く
な

ど
、様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

キ
ッ
チ
ン
は
、
車
い
す
で
も
使
え
る
よ

う
に
、
そ
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
オ
ー
ブ

ン
の
高
さ
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く

に
、
ベ
ッ
ド
の
ヘ
ッ
ド
側
の
壁
に
は
、

白
い
ボ
ッ
ク
ス
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
開
く
と
、
身
体
能
力
が
さ

ら
に
衰
え
た
際
、
動
き
を
補
助
す
る
リ

フ
ト
、
掃
除
道
具
、
そ
の
他
の
器
具
が

納
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
暮
ら
す
人

の
将
来
に
わ
た
っ
て
の
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
こ
の
生
活
で
重
視
さ
れ
る
一
つ

に
「
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
家
族
を
含
め
外
部
か
ら
の
訪

問
者
が
、
住
居
者
に
ご
く
気
軽
に
面
会

で
き
る
よ
う
に natural m

eeting room
 

が
あ
り
、
こ
こ
で
暮
ら
す
人
も
他
の
人

た
ち
と
気
軽
に
歓
談
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・ス
ペ
ー
ス
も
整
っ
て
い
る
。ま
た
、

レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
広
く
て
明
る
い
設
計

で
、
食
事
後
も
く
つ
ろ
い
だ
気
分
で
同

居
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
交
流
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
暮
ら
せ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

１
部
屋
の
面
積
は
、
平
均
30
㎡
〜
35
㎡
、

そ
し
て
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
を
２
つ
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
効
率
的
な
一
つ
の
高
齢

者
住
宅
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
効
率
化
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
が
、

こ
れ
は
人
間
性
を
無
視
し
た
合
理
的
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
合
理
的
・
効
率

的
に
設
計
す
る
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
も

「
個
人
」
の
「
全
体
」
を
表
現
す
る
た
め

の
基
本
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
の
最
も
特
徴
的
な
こ

と
は
、
外
的
環
境
も
含
め
て
、
住
む
人

の
「
五
感
を
刺
激
す
る
」「
動
き
や
す

い
ス
ペ
ー
ス
」「
住
人
同
士
の
相
互
の

交
流
」「
安
全
・
安
心
」
を
重
視
し
た

設
計
思
想
で
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と

だ
。
冒
頭
で
、
建
築
設
計
士
以
外
に
、

造
園
設
計
士
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
専
門
家
な
ど
が
働
い
て

い
る
と
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
は
、
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
が
、
暮
ら
す
人
の
ニ
ー

ド
を
重
視
し
、
住
宅
と
自
然
（
庭
）
と

北　欧　視　察 北　欧　視　察

SWEDENSWEDEN

自
然
と
草
花
と
と
も
に
暮
ら
す

で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
自
分
で

す
る
。
こ
こ
は
一
人
の
人
間
と

し
て
暮
ら
す
た
め
の
「
住
宅
」

で
あ
り
、
自
分
の
生
き
方
を
主

張
で
き
る
場
で
も
…

ストックホルム住宅生協経営の高齢者住宅「エーネバッケン」

エーネバッケン内の図書室住宅内の廊下を歩き回るネコ。一匹の住人だ

高齢者住宅内の共有居間兼ダイニングルーム高齢者住宅内の個人の部屋の「居間」ダイニングにはキッチンも備えられている

ベッドの上には収納ボックスがあって、補助用器具が

豊かな暮らしを約束する共用の「居間」兼「食堂」

自然と暮らすために。「造園設計士」の思想が生きて…

エ
ス
ケ
ル
ス
キ
ュ
ー
ナ
ー
市
、

　
　

  

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
視
察

造
園
設
計
士
の
参
加

　
　

    

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
は
、
建
築

設
計
会
社
で
、
建
築
設
計
士
、
造
園
技

師
、
建
築
技
師
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
専
門
家
が
働
い
て
い

る
。
こ
の
会
社
の
、
ゲ
ス
ト
用
の
部
屋

で
建
築
設
計
士
の
ダ
ン
さ
ん
と
造
園
技

師
の
ア
ン
ナ
さ
ん
に
話
を
う
か
が
う
。

　
　
　

 

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
は
、
エ

ス
ケ
ル
ス
キ
ュ
ー
ナ
ー
市
の
高
齢
者
住

宅
建
築
設
計
の
数
多
く
の
実
績
を
持
っ

て
い
る
。
実
際
の
高
齢
者
住
宅
の
設
計

は
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
「
ニ
ー
ド
」

を
満
た
す
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
建
築
場
所
の
条
件
を
最

大
限
に
生
か
す
工
夫
を
し
、
利
用
の
効

率
化
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
１
つ

の
住
宅
の
基
本
的
な
形
は
、
ユ
ニ
ッ
ト

形
式
の
設
計
で
、
９
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で

形
成
し
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
10
〜
12
名
の
人

A
Q

A
QA

Q

の
関
わ
り
を
重
視
し
た
設
計
思
想
を

持
っ
て
い
る
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
と
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
、
高
齢
者
住
宅
を
見
学
す
る
。
こ

こ
で
は
、
先
に
紹
介
し
た　
　

 

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
数
々
の
設
計
思
想
が

具
現
化
さ
れ
て
お
り
、
建
物
の
デ
ザ
イ

ン
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
が
、
一
つ
一
つ

の
個
人
の
部
屋
、
ま
た
共
有
ス
ペ
ー
ス

も
設
計
の
細
や
か
さ
が
行
き
届
き
、
快

適
に
見
え
る
。
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
レ
ス

ト
ラ
ン
は
、
こ
こ
で
暮
ら
す
人
が
主
体

に
設
計
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
人
と

接
触
で
き
る
よ
う
に
と
、
外
部
か
ら
の

訪
問
者
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
く
に
、　　

 

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の

特
色
で
あ
る
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
で

あ
っ
て
、
外
的
環
境
も
、「
健
康
促
進
」

「
多
く
と
接
触
で
き
る
」「
外
部
環
境
と

の
区
切
り
」「
庭
仕
事
が
積
極
的
に
で

き
る
」「
光
の
採
り
方
」「
四
季
を
通
じ

て
刺
激
で
き
る
植
物
」「
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
特
徴
と

工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。

　

造
園
設
計
士
の
ア
ン
さ
ん
の
話
で

は
、
こ
こ
で
暮
ら
す
人
は
、
で
き
る
だ

け
緑
と
自
然
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
建
物
の
外
の
庭
は
設
計
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
住
人
が
、

昔
自
分
の
周
り
に
あ
っ
た
草
花
や
植
物

を
思
い
出
せ
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
そ

う
い
っ
た
植
物
を
植
栽
し
て
い
る
。
知

ら
な
い
植
物
で
は
な
く
、
見
た
こ
と

が
あ
る
、
子
ど
も
の
頃
に
な
じ
ん
で
き

た
植
物
が
身
近
に
あ
る
こ
と
は
、
住
む

人
た
ち
の
心
を
根
底
か
ら
く
つ
ろ
が
せ

る
。
そ
し
て
、
自
然
に
一
層
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
。

A
Q

A
Q

■ 

９
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

視
察

す
べ
て
は
暮
ら
す
人
が
主
体

　

ミ
カ
サ
（　
　
　
　
　
　
　

）
は
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
不
動
産
管
理
会
社
で
、

日
本
の
公
社
に
あ
た
る
。
社
員
数
は
約

１
０
０
名
、
事
業
は
、
看
護
・
介
護
住

宅
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の
住
宅
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
、
学
生
寮

な
ど
を
所
有
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

ミ
カ
サ
の
会
議
室
に
通
さ
れ
、
マ
リ

ア
・
エ
ー
ン
さ
ん
が
同
社
の
事
業
概
要
・

理
念
・
特
色
を
説
明
し
て
く
れ
る
。

　

ミ
カ
サ
の
高
齢
者
福
祉
ア
パ
ー
ト

は
、
設
計
面
で
は
、「
安
全・安
心
」「
合

理
的
設
計
」「
住
み
心
地
」
を
重
視
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ
」「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
」「
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
シ
ッ
プ
」「
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
を
重
視
し
た
設
計
と

運
営
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ミ
カ
サ
本
社
の
隣
り
合
わ
せ
に
建
て

ら
れ
て
い
る
実
際
の
高
齢
者
住
宅
と
モ

デ
ル
ル
ー
ム
を
見
学
す
る
。

　

高
層
建
物
の
１
階
に
あ
る
モ
デ
ル

ル
ー
ム
。
ア
ク
セ
ス
は
申
し
分
な
い

都
市
の
中
心
部
に
建
て
ら
れ
て
い
る

が
、
建
物
と
建
物
の
間
に
あ
る
空
間
に

は
、
暮
ら
す
人
が
で
き
る
だ
け
自
然
と

植
物
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
、
手
入
れ
さ
れ
た
植
栽
が
施
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
高
層
階
の
建
物
の
バ
ル

コ
ニ
ー
は
、そ
こ
で
憩
う
こ
と
が
で
き
、

望
め
ば
鉢
植
え
や
植
物
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
の
も
大

き
な
特
徴
だ
。

M
I
K
A
S
AM

I
K
A
S
A
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■
９
月
26
日
（
水
）　

終
日
オ
ー
デ
ン
セ
視
察

オ
ー
デ
ン
セ
市
庁
舎
訪
問

　

デ
ン
マ
ー
ク
・
オ
ー
デ
ン
セ
市
に
つ

い
て
、
大
加
瀬
恭
子
（
通
訳
）
さ
ん
の

事
前
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
オ
ー
デ
ン
セ
市
の
高
齢
者

福
祉
施
策
に
つ
い
て
、
オ
ー
デ
ン
セ

市
高
齢
者
障
害
福
祉
課
サ
ー
ビ
ス
判
定

員
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
イ
ン
ゲ
・
ト
ー

ロ
ッ
プ
さ
ん
か
ら
市
の
機
構
と
、
福
祉

施
策
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

　

イ
ン
ゲ
さ
ん
は
、
ま
ず
、
オ
ー
デ
ン

セ
市
の
統
治
機
構
を
説
明
。
オ
ー
デ
ン

セ
市
の
機
構
は
市
長
を
頂
点
と
し
、
そ

の
下
に
議
会
が
あ
っ
て
、
議
会
の
下
に

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
署
が
あ
る
。
担
当

部
署
は
、「
社
会
」「
労
働
」「
都
市
」「
福

祉
」「
教
育
」「
他
」
等
に
分
か
れ
て
い

る
。
面
白
い
こ
と
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
、
議
員
も
市
長
も
選
挙
で
選
ば
れ
る

が
、
議
員
は
報
酬
な
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
。
市
長
に
は
給
与
が
あ
る
。

　

議
会
の
下
に
あ
る
「
福
祉
部
門
」、

オ
ー
デ
ン
セ
市
高
齢
者
福
祉
部
門
は
、

「
介
護
課
」
を
は
じ
め
４
つ
の
課
に
分

か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う

に
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
支
援
、
サ
ー

ビ
ス
支
援
が
あ
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が

「
対
話
」
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
、
高
齢
者
施
設
に
お
い
て
は
、

お
年
寄
り
の
方
が
、「
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
の
意
志
を
も
っ
て
自
分
で

や
る
」、
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て
い

る
。
ま
た
、
老
い
た
人
に
負
担
に
な
る

よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
強
い
る
こ
と
を

し
な
い
。
そ
し
て
、
本
人
た
ち
に
自
分

で
考
え
て
も
ら
い
意
思
決
定
を
し
、
結

論
を
出
し
自
分
で
「
目
標
設
定
」
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
の
う
え
で
、
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
家
（
福
祉
士
・
看
護
師
・
理
学
療

法
士
・
医
師
・
他
）
た
ち
が
、
高
齢
者

が
下
し
た
決
定
（
目
標
）
を
実
行
に
移

せ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
。と
に
か
く
、

高
齢
者
と
“
対
話
”
し
、
高
齢
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

具
体
的
な
介
護
は
、
あ
る
特
定
の
人

に
対
し
て
、
市
の
福
祉
担
当
者
を
決

め
、
そ
の
担
当
者
が
中
心
と
な
っ
て
高

齢
者
と
話
合
い
目
標
を
決
め
る
。
そ
し

　

オ
ー
デ
ン
セ
市
で
は
、
現
在
、

３
３
０
０
の
身
体
的
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め

に
、
約
６
１
０
０
名
の
ヘ
ル
パ
ー
を
必

要
と
し
て
い
て
、
そ
の
人
た
ち
を
３
つ

の
地
域
に
分
け
て
派
遣
し
、
在
宅
の
方

を
訪
問
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
は
、
65
の
施
設
が
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
高
齢
者
施
設
は
「
プ

ラ
イ
ヤ
ー
ボ
ー
リ
ー
：
介
助
を
必
要

と
す
る
人
の
施
設
」、「
エ
ル
ダ
ー
ボ
ー

リ
ー
：
介
護
施
設
（
自
力
で
生
活
す
る

人
の
）」
が
合
わ
せ
て
26
施
設
（
28
〜

１
３
４
室
）
あ
る
。

　

ま
た
、「
高
齢
者
」
と
「
障
が
い
者
」

が
一
緒
に
生
活
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
一
緒
に
な
っ
た
も
の
は
比
較
的
新

し
い
も
の
で
、
徐
々
に
協
力
の
必
要
性

が
出
て
き
て
、
将
来
的
に
は
幅
の
広
が

り
を
見
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
：
ア
ル
バ
ー
ニ
ー
・

ブ
ラ
イ
エ
セ
ン
タ
ー
視
察

　
「
併
設
・
プ
ラ
イ
エ
ボ
ー
リ
ー
（
介

　

護
住
宅
・
保
護
住
宅
）　
・
エ
ル
ダ
ー

　

ボ
ー
リ
ー
（
虚
弱
化
し
た
人
、
ア
ル

　

コ
ー
ル
や
薬
物
中
毒
か
ら
の
復
帰
を

　

目
的
と
し
た
高
齢
者
住
宅
」

　

セ
ン
タ
ー
長
の
へ
レ
・
ア
ン
デ
ル
セ

ン
さ
ん
の
案
内
と
説
明
が
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
福
祉
政
策

　

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
１
９
８
７
年
に
高

齢
者
住
宅
法
を
改
正
し
、
日
本
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
あ
た
る
プ
ラ
イ

エ
ム
の
建
設
を
中
止
。
現
在
こ
れ
を
改

修
し
て
プ
ラ
イ
エ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
改

修
・
利
用
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
地

域
の
福
祉
の
核
に
な
る
施
設
で
、
デ
イ

セ
ン
タ
ー
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
配
食
セ

ン
タ
ー
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ル
ー
ム
、

訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
か
ら
な
る
。
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
あ

た
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
地
域
の
高

齢
者
が
通
っ
て
く
る
。
介
護
予
防
も
含

め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
、
簡

単
な
体
操
か
ら
ヨ
ー
ガ
ま
で
、
身
体
の

ケ
ア
に
関
す
る
こ
と
や
、
小
旅
行
、
バ

ザ
ー
や
パ
ー
テ
ィ
、
な
ど
が
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
近
隣
の
住
民

や
隣
接
す
る
高
齢
者
住
宅
な
ど
か
ら
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
参
加
す
る
が
、
参

加
者
を
た
く
さ
ん
集
め
る
人
気
の
あ
る

セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ
れ
相
応
の
予
算
配

分
の
増
加
が
あ
る
の
で
、
施
設
の
運
営

者
は
運
営
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
望
む
方
に
は
配
食

セ
ン
タ
ー
か
ら
自
宅
に
食
事
が
届
け
ら

れ
る
。前
も
っ
て
メ
ニ
ュ
ー
が
配
ら
れ
、

注
文
・
配
送
時
に
冷
凍
し
た
食
事
が
数

日
分
届
け
ら
れ
、
利
用
者
は
解
凍
し
暖

め
て
食
す
る
。
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
は
食

事
が
提
供
さ
れ
、
地
域
の
誰
も
が
利
用

で
き
、
多
世
代
の
集
う
ス
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
。

　

視
察
で
訪
問
し
た
施
設
は
１
９
３
２

年
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
オ
ー
デ
ン

セ
市
の
26
の
施
設
の
う
ち
の
１
つ
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
５
つ
の
棟
が
あ
り
、
各

棟
は
個
人
ア
パ
ー
ト
と
共
同
の
キ
ッ
チ

ン
や
居
間
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
入

居
者
は
、
市
か
ら
判
定
さ
れ
た
65
歳
以

上
の
在
宅
生
活
が
困
難
な
人
た
ち
で
あ

る
。
ま
た
、
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ

れ
た
プ
ラ
イ
エ
ボ
ー
リ
ー（
介
護
住
宅・

保
護
住
宅
）
や
、
エ
ル
ダ
ー
ボ
ー
リ
ー

（
虚
弱
化
し
た
人
の
「
早
め
の
移
り
込

み
」
の
た
め
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物

中
毒
か
ら
の
復
帰
を
目
的
と
し
た
高
齢

者
住
宅
）
も
セ
ン
タ
ー
に
併
設
、
も
し

く
は
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
人
が
集
ま
り
、
こ
こ
か
ら
サ
ー
ビ
ス

が
出
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

　

施
設
の
介
護
の
実
態
は
、
資
格
を

持
っ
た
３
組
の
ス
タ
ッ
フ
（
社
会
福
祉

士
・
介
護
福
祉
士
・
看
護
師
・
理
学
療

法
士
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
１
日
３
交
代
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DENMARK
国
民
の
幸
福
度
、
世
界
ナ
ン
バ
ー
１
の
国

「
学
研
都
市
」
オ
ー
デ
ン
セ
の
福
祉

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
情

　

日
本
で
は
、「
公
助
」「
共
助
」「
自

助
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い

る
が
、
北
欧
の
国
々
で
は
、
国
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
は
非
常
に

高
い
。
む
し
ろ
、「
３
人
寄
れ
ば
…
」

と
い
っ
た
社
会
意
識
の
発
達
で
、

他
者
に
奉
仕
す
る
と
い
う
考
え
は

当
た
り
前
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

福
祉
に
お
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
の
積
極
的
な
参
加
に

よ
っ
て
、
そ
の
活
動
が
下
支
え
さ

れ
て
い
る
と
い
う
実
情
が
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
高
齢
者
福
祉
の
基
本
は
、

本
人
が
ク
ォ
リ
テ
ィ
の
高
い
生
活
を

で
き
る
だ
け
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
を
手
助
け
す
る
こ
と
…

オーデンセ市市庁舎

オーデンセ市市議会場

オーデンセ市職員インゲさんから話を聞く

オーデンセ市高齢者住宅玄関高齢者住宅共有「居間」豊かな暮らしが垣間見える

高齢者住宅共有「食堂」団らんが目に浮かぶようだ…

て
、
各
部
門
の
専
門
家
た
ち
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
、
そ
の
過
程
で
本

人
と
の
話
合
い
に
加
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
障
壁
を
見
い
だ
し
解
決
し
て

い
く
。
そ
し
て
、
日
常
生
活
の
な
か
の

時
間
経
過
の
な
か
で
、
対
話
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
、
利

用
者
の
要
望
を
満
た
し
て
い
く
。
最
終

的
に
は
、
問
題
や
障
壁
を
ほ
と
ん
ど
取

り
除
い
た
形
で
、「
長
期
的
ケ
ア
」
が

進
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
の
な
か
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
果
た
す
役
割
も
大
き

い
と
い
う
。
北
欧
の
国
々
で
は
、
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
は
高
く
、
社
会

や
他
人
に
奉
仕
す
る
こ
と
は
当
た
り
前

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市

に
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
統
括
担
当
」
と

い
う
責
任
者
も
存
在
し
て
い
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
高
齢
者
福
祉
の
基
本

は
、
本
人
が
ク
ォ
リ
テ
ィ
の
高
い
生
活

を
で
き
る
だ
け
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、そ
れ
を
手
助
け
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
手
助
け
を
す
る
人
材
を
派

遣
す
る
の
が
オ
ー
デ
ン
セ
市
の
役
割
だ

と
考
え
て
い
る
の
だ
。そ
の
た
め
に
は
、

市
と
医
療
機
関
と
の
連
携
を
し
っ
か
り

と
保
ち
、
実
際
の
高
齢
者
介
護
に
お
い

て
は
、
い
い
意
味
で
の
効
率
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。「
ル
ン
バ
」
な
ど
の
掃
除

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
と
い
っ
た
『
ロ
ボ
ッ

ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
の
効
率
的
利
用

も
図
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
「
個
人
情
報
」
の
管
理
、
ビ

デ
オ
や　
　
　

の
導
入
に
よ
っ
て
、
個

人
情
報
を
管
理
し
、近
年
増
加
す
る「
認

知
症
の
人
」
の
位
置
確
認
な
ど
に
も
応

用
さ
れ
て
い
る
。

G
P
S
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■
９
月
27
日
（
木
）　

ル
ッ
タ
ー
カ
セ
ア
ン
・
プ
ラ
イ
エ
セ
ン

タ
ー
視
察

　

セ
ン
タ
ー
長
の
ロ
ー
ン
・
ハ
イ
さ
ん

が
案
内
、
説
明
。

　

ル
ッ
タ
ー
カ
セ
ア
ン
・
プ
ラ
イ
エ
セ

ン
タ
ー
は
ユ
ニ
ッ
ト
式
で
、
ワ
ン
ル
ー

ム
タ
イ
プ
の
認
知
症
の
方
の
ユ
ニ
ッ
ト

が
４
つ
と
、
２
部
屋
タ
イ
プ
の
ユ
ニ
ッ

ト
を
２
つ
、
合
計
６
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
入
居
し
て
い
る
人
た
ち
は
、

一
般
的
な
介
護
の
必
要
な
高
齢
者
が
３

分
の
１
、
自
分
で
生
活
で
き
る
高
齢
者

が
３
分
の
１
、
認
知
症
の
人
が
３
分
の

１
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
年
齢

層
は
60
歳
〜
90
歳
ま
で
と
幅
広
い
が
、

他
と
同
様
に
平
均
的
な
と
こ
ろ
は
80
〜

85
歳
が
大
半
を
占
め
る
。
職
員
の
人
数

は
、
介
護
に
携
わ
る
人
は
55
人
、
リ
ー

ダ
ー
と
副
リ
ー
ダ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
３
名

ず
つ
、
１
人
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
専

門
員
、
９
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活
躍

し
て
い
る
。
そ
し
て
外
部
に
「
ヘ
ル
ス

ド
ク
タ
ー
」
の
存
在
が
あ
る
。
介
護
の

仕
事
の
人
た
ち
は
、
基
本
的
に
は
“
残

業
”
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が
定
め
ら
れ

た
週
の
労
働
時
間
内
で
働
い
て
い
る
。

日
本
の
現
状
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

　

建
物
の
設
計
は
、
入
居
者
が
外
に

迷
っ
て
出
な
い
よ
う
に
、
出
入
口
は
各

部
屋
を
囲
う
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

る
。
施
設
は
１
０
０
％
市
の
所
有
で
あ

る
が
、
運
営
費
は
、
年
間
２
０
０
０
万

ク
ロ
ー
ネ
、
日
本
円
で
約
３
億
円
で
あ

る
。

　

実
際
の
施
設
を
見
学
す
る
。

　

個
人
が
生
活
す
る
部
屋
は
、
平
均
約

30
㎡
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
、
寝
室
、

ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
見
た
目
に
も
清
潔
で
快
適

だ
。
そ
の
他
に
共
有
の
食
堂
と
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
も
あ
り
、
日
常
生
活
は
何
も

不
自
由
す
る
こ
と
が
な
さ
そ
う
だ
。
廊

下
の
ス
ミ
に
は
、
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

が
置
か
れ
て
お
り
、
介
護
業
務
の
効
率

化
も
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
ま
た
、共
有
の
リ
ビ
ン
グ・キ
ッ

チ
ン
か
ら
は
、
外
の
庭
を
み
る
こ
と
が

で
き
、
居
な
が
ら
に
し
て
緑
と
自
然
と

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

建
物
に
取
り
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
植

栽
が
さ
れ
て
い
る
庭
は
、
所
々
に
、
長

椅
子
や
休
憩
で
き
る
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
て
、
住
民
は
い
つ
で
も
自
然
の
な

か
に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

85
歳
過
ぎ
の
高
齢
者
の
男
性
の
部
屋

を
見
せ
て
も
ら
う
。
部
屋
の
壁
に
は
、

シ
カ
、
カ
モ
シ
カ
、
ヌ
ー
、
他
と
い
っ

た
ア
フ
リ
カ
の
野
生
動
物
の
は
く
製
が

一
面
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
老
人
が

若
く
て
元
気
な
頃
に
、
ア
フ
リ
カ
に
出

か
け
て
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
仕
留
め
た
動

物
た
ち
を
は
く
製
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
車
い
す
に
座
っ
て
い
る
、
か
つ
て

の
「
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ
」
は
、
皆
か
ら

賞
賛
や
質
問
を
受
け
る
と
、
た
ど
た
ど

し
い
言
葉
な
が
ら
も
、
顔
を
輝
か
せ
る

よ
う
に
し
て
答
え
て
い
る
。
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ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
ま
れ
育
っ
た
街

　

河
岸
公
園
で
、
視
察
者
一
行
は
、

市
役
所
で
説
明
を
受
け
た
、「
公
園

の
健
康
遊
具
」
を
発
見
。
い
ち
早
く

そ
の
遊
具
を
見
つ
け
た
一
人
が
、
遊

具
に
乗
っ
て
、
懸
命
に
足
を
前
後
し

て
漕
い
で
い
る
。
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
姿
に
み
ん
な
は
腹
を
抱
え
て
笑

い
、
我
先
に
他
の
遊
具
に
乗
り
手
足

を
動
か
し
て
い
る
。
オ
ー
デ
ン
セ
市

の
福
祉
と
健
康
へ
の
取
り
組
み
を
、

あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
。

DENMARK DENMARK

バ
ー
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
の
入
居
者
は
、
年
齢
的
に
は

65
歳
以
上
か
ら
１
０
０
歳
近
く
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
で
あ
る
が
、
80
歳

〜
85
歳
く
ら
い
ま
で
の
年
齢
の
人
が
い

ち
ば
ん
多
い
。
入
居
平
均
期
間
は
大
体

４
年
前
後
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
こ
で

生
涯
を
終
え
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
高
齢
者
介
護
は
、
日

本
の
高
齢
者
介
護
状
況
か
ら
見
る
と
、

夢
の
よ
う
な
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
オ
ー

デ
ン
セ
で
も
年
々
増
加
す
る
福
祉
費
用

の
増
大
で
、
各
個
の
施
設
の
経
費
削
減

が
促
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

24
時
間
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
他
に
常
勤
で
は
な
い
が
、
施

設
の
専
属
医
師
、
看
護
師
、
医
学
療
法

士
の
存
在
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
住
宅

で
は
、“
個
人
”
の
尊
厳
に
関
わ
る
こ

と
は
、
す
べ
て
当
人
た
ち
の
判
断
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
住
宅
経
営
者

の
利
益
よ
り
、「
個
」
が
尊
重
さ
れ
住

ま
う
人
の
利
益
が
最
優
先
と
な
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
食
事
も
、
基
本
的
な
メ

ニ
ュ
ー
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い

る
が
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
個
人
の
ニ
ー
ド

や
意
見
を
入
れ
て
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

作
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
は
、
週
２
回
ほ
ど
市
か
ら
ス
タ
ッ

フ
が
派
遣
さ
れ
て
き
て
活
動
し
て
い

る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
や
活
動

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
居
住
し
て
生
活
に
必
要
な
費

用
は
、
６
０
０
０
ク
ロ
ー
ネ
・
月
、
日

本
円
で
は
10
万
６
０
０
０
円
ほ
ど
、
こ

の
金
額
は
、
本
人
の
収
入
や
財
産
状
況

で
決
定
す
る
が
、
高
収
入
の
人
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、

逆
に
収
入
の
少
な
い
人
は
、
住
宅
手
当

と
い
っ
た
も
の
で
市
の
方
か
ら
補
助
が

出
る
。
不
足
分
は
、「
公
的
扶
助
」
と

い
う
こ
と
だ
。
基
本
的
に
、
収
入
か
ら

負
担
で
き
る
範
囲
以
上
に
は
、
家
賃
は

高
額
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た

住
宅
の
利
用
は
、
希
望
す
る
人
は
２
つ

ま
で
選
択
で
き
る
。
そ
し
て
、
待
機
と

い
う
こ
と
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

希
望
し
て
判
定
を
受
け
れ
ば
入
居
で
き

る
。
も
し
待
つ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
２
〜
３
カ
月
で
、
そ
の
間
は
手
厚
い

在
宅
介
護
が
施
さ
れ
、
待
機
期
間
が
カ

　

ブ
ラ
イ
エ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
帰
り

道
、
市
内
に
あ
る
緑
豊
か
な
河
岸
と
公

園
を
歩
く
。
オ
ー
デ
ン
セ
川
は
、
市
内

に
あ
る
緑
豊
か
な
場
所
の
一
つ
で
あ

る
。「
太
陽
の
塔
の
切
り
絵
」
が
目
印

の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
ト
レ
イ
ル
に
沿
っ

て
、
か
つ
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
母
親
が

洗
濯
を
し
た
と
さ
れ
て
い
る
場
所
に
た

ど
り
着
く
。
川
は
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、

ま
る
で
母
親
が
今
ま
で
そ
こ
に
い
た
か

の
よ
う
に
静
寂
の
時
間
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
川
岸
は
、
聖
ク
ヌ
ー
ド
教
会
の

大
聖
堂
を
背
に
し
た
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ

ル
ガ
ー
デ
ン
公
園
に
な
っ
て
お
り
、
そ

こ
に
は
有
名
な
ア
ン
デ
ル
セ
ン
像
が

建
っ
て
い
る
。

 　

市
庁
舎
を
中
心
に
し
て
、
オ
ー
デ

ン
セ
市
の
名
所
を
訪
ね
る
。

　

ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ

ル
セ
ン
は
、
貧
し
い
靴
職
人
と
洗
濯
婦

の
息
子
と
し
て
１
８
０
５
年
に
オ
ー
デ

ン
セ
で
誕
生
し
た
。
彼
は
幼
少
期
を
こ

の
ま
ち
で
過
ご
し
、
４
歳
の
と
き
に
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
へ
行
き
、
苦
労
の
末
今

日
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
有
名
な
作

家
と
な
る
。
オ
ー
デ
ン
セ
の
街
は
、
ア

ン
デ
ル
セ
ン
が
暮
ら
し
て
い
た
当
時
と

は
か
な
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
彼

が
暮
ら
し
て
い
た
頃
と
同
じ
様
子
の
家

や
市
街
地
が
ま
だ
い
く
つ
か
残
さ
れ
て

い
る
。

　

市
庁
舎
の
隣
に
あ
る
「
聖
ク
ヌ
ー
ド

教
会
」
を
訪
れ
る
。
１
８
１
９
年
、
こ

の
教
会
で
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
堅
信
礼
を

受
け
る
。
ま
た
こ
の
大
聖
堂
は
、
彼
の

両
親
が
１
８
０
５
年
に
結
婚
式
を
行
っ

た
場
所
で
も
あ
リ
、
父
親
は
１
８
１
６

年
33
歳
で
こ
の
世
を
去
り
、
こ
こ
に
埋

葬
さ
れ
て
い
る
。

　

教
会
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
る
ア
ン
デ

ル
セ
ン
の
生
家
を
訪
れ
る
。
緩
や
か
な

坂
道
の
途
中
に
あ
る
旧
家
は
、
彼
が
２

歳
か
ら
14
歳
ま
で
過
ご
し
た
家
だ
。
入

館
料
を
払
っ
て
、
小
さ
な
旧
家
の
室
内

に
入
る
と
、
目
の
前
に
靴
職
人
だ
っ
た

父
親
の
小
さ
な
作
業
机
が
あ
る
。
そ
の

横
に
物
入
れ
を
兼
ね
た
長
椅
子
が
あ

り
、
そ
の
上
蓋
は
開
閉
式
に
な
っ
て
い

る
。
幼
少
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
、
こ
の

長
椅
子
の
底
に
横
た
わ
っ
て
眠
っ
た
と

い
う
。
長
椅
子
の
向
か
い
側
に
は
、
両

親
の
ベ
ッ
ド
が
あ
る
。
す
べ
て
が
一
つ

の
部
屋
に
納
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
狭
苦

し
さ
が
、
往
時
の
一
家
の
貧
し
い
生
活

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

部
屋
の
奥
の
扉
か
ら
外
に
出
る
と
10

畳
ほ
ど
の
広
さ
の
裏
庭
が
あ
る
。
裏
庭

に
は
石
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
幼
少
の

頃
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
よ
く
遊
ん
だ
庭

だ
と
い
う
。
裏
庭
の
向
こ
う
は
広
場
と

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
大
き
な
樹
が
枝

葉
を
茂
ら
せ
て
い
る
。
旧
家
の
案
内
人

の
話
で
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
暮
ら
し

て
い
た
時
代
か
ら
こ
こ
に
あ
っ
た
も
の

だ
と
い
う
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
博
物
館
を
訪
れ
る
。

建
物
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
い

て
、
外
の
公
園
の
光
が
室
内
に
注
い
で

い
る
。
博
物
館
の
敷
地
内
に
は
、
ア
ン

デ
ル
セ
ン
が
１
８
０
５
年
に
産
声
を
あ

げ
た
黄
色
い
小
さ
な
家
も
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
小
さ
な
家
と
地
域
は
、
当
時

は
街
の
ス
ラ
ム
街
の
一
部
で
あ
っ
た
と

い
う
。
往
時
、
こ
の
家
に
５
家
族
が
住

ん
で
い
た
と
い
い
、
一
家
の
貧
し
い
生

活
ぶ
り
が
し
の
ば
れ
る
。博
物
館
内
は
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
い
立
ち
か
ら
生
涯

を
終
え
る
ま
で
の
数
々
の
遺
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
博
物
館
の
展
示
の
密
度

か
ら
、
オ
ー
デ
ン
セ
が
「
ア
ン
デ
ル
セ

ン
」
に
よ
っ
て
世
界
に
知
ら
れ
る
街
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
「
福
祉
」
の
国

で
あ
る
こ
と
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生

い
立
ち
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
た
。

確
か
な
援
助
で
「
生
き
る
」
暮
ら
し
を
支
え
る

認知症の住居者の出入りを確認できる「玄関マット」 掃除を手助けする掃除ロボット「Rumba」

庭園内の憩いのスペース個室の「居間」住む人の個性と生き方が…

若き日の栄光の日々がよみがえる部屋

フェアリーテイル公園のアンデルセン像市庁舎のとなりにある大聖堂

アンデルセンが幼い頃住んでいた家靴職人だったアンデルセンお父さんの仕事場

子どもに話を聞かせるアンデルセンの彫刻（博物館）



（
２
０
１
１
年　
　
　

総
会
へ
寄
せ

ら
れ
た
も
の
）
を
上
映
し
、
ご
来
賓

や
関
係
団
体
の
皆
様
と
と
も
に
、
国

際
協
同
組
合
年
の
意
義
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、
岡
村
会
長
理
事

よ
り
、　　

        （Foods, Energy, Care

）

自
給
圏
づ
く
り
と
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、

平
和
の
確
立
な
ど
、
県
連
２
０
２
０
年

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
進
め
た
い
と
の
挨

910

国際協同組合年と広島県連創立 45 周年が重
なった今年の生協大会。『県連の 2020 年ビ
ジョン』も発表し、新たなスタートの位置づけ
で開催しました。
記念式典、功労者表彰、北欧視察研修報告、記
念講演と内要は盛りだくさん。
地球環境も経済も厳しい時代だからこそ、協同
組合間協同を強め、地域のみなさんと一緒に「誰
もが安心してくらせる地域コミュニティの再生
をめざして」取り組み、社会的責任を果たす決
意を新たにしました。（参加者 220 名）

～月尾嘉男さんの講演で協同組合の社会的責任を確認～
日時：2012 年 10 月 25 日（木）　会場：メルパルク広島

　

月
尾
嘉
男
東
京
大
学
名
誉
教
授

(

工
学
博
士
、冒
険
家)

を
お
招
き
し
、

「
国
際
協
同
組
合
年
と
環
境
共
生
型

社
会
」
を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
の
先
住
民
族
を
訪
ね
た

際
の
鮮
や
か
な
写
真
と
共
に
、
環
境

問
題
を
中
心
に
、
現
在
社
会
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
と
、
持
続
可
能
な
社

会
に
す
る
た
め
の
経
済
の
あ
り
方
や

相
互
扶
助
の
普
遍
性
に
つ
い
て
、
お

＜ご来賓＞
湯﨑英彦　広島県知事　　　　　　　	
佐伯克彦　広島市市民局長
村上光雄　県協同組合連絡協議会会長	
山下三郎　県社会福祉協議会会長
湯浅敏郎　広島平和文化ｾﾝﾀｰ常務理事
清田清美　県消費者団体連絡協議会会長
北島國廣　県労働者福祉協議会事務局長
人見昭生　日本生協連中四国地連事務局長

　

組
合
員
枠
４
名
、
役
職
員
枠
９
名

の
被
表
彰
者
に
、
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
代

表
挨
拶
で
は
、
尾
野
展
昭
広
島
修
道

大
学
生
協
前
理
事
長
（
現 

広
島
医

療
生
協
理
事
長
）
よ
り
、
終
戦
直
後

の
困
窮
し
た
食
糧
事
情
と
そ
の
後
の

食
の
安
全
を
取
り
巻
く
厳
し
い
時
代

の
中
で
生
協
が
果
た
し
て
き
た
役
割

や
、
今
後
の
生
協
活
動
へ
の
期
待
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
役
職
員
一
同
、

生
協
を
献
身
的
に
支
え
て
こ
ら
れ
た

先
達
方
に
学
び
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

と
歩
む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

福
祉
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
進

事
例
を
学
ぶ
た
め
、
北
欧
を
視
察
研

修
し
た
報
告
を
、
高
田
公
喜
県
生
協

連
常
務
理
事
（
現
専
務
理
事
）
が
行

い
ま
し
た
。

　

福
祉
分
野
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
生
協
の
高
齢
者
住
宅
等
の
事
例

や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
は
デ
ン

マ
ー
ク
の
ロ
ラ
ン
島
と
い
う
田
舎

が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
自

給
を
実
現
し
「
世
界
最
先
端
の
島
」

と
な
っ
た
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。「
福
祉
（W

elfare

）」
の
本

来
の
意
味
が
「
し
あ
わ
せ
」「
ゆ
た

か
さ
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
報
告
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

こ
の
研
修
は
、
国
際
協
同
組
合
年

を
機
に
「
人
間
尊
重
の
く
ら
し
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
を
推
し
進
め
、
自

立
・
協
同
・
連
帯
の
力
で
地
域
循
環

型
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
貢

献
す
る
」
と
い
う
県
連
『
２
０
２
０

年
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
基
づ
き
、
県
生
協

連
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
大
会
当

日
は
、
視
察
研
修
に
同
行
し
た
平
井

中
国
新
聞
社
記
者
の
新
聞
記
事(

６

回
連
載)

も
資
料
配
付
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

※
今
回
の
参
加
者
は
、
生
協
関
係
者

の
他
、　　

や
タ
カ
キ
ベ
ー
カ
リ
ー

は
じ
め
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

福
祉
研
究
所
、
１
級
建
築
士(

都
市

計
画)

、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
や
色
彩
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

(

ア
ー
ト
福
祉)

な
ど
、
こ
れ
ま
で

生
協
連
と
環
境
・
福
祉
・
生
活
設
計

等
に
つ
い
て
連
携
・
研
究
し
て
き
た

様
々
な
分
野
の
14
名
で
し
た
。
現
地

で
は
各
分
野
の
専
門
的
知
見
に
よ
る

広
範
な
質
問
が
出
さ
れ
、
学
び
豊
か

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
ご
来
賓
を
代
表
し
て
、
湯
﨑

英
彦
広
島
県
知
事
、
佐
伯
克
彦
広
島
市

市
民
局
長
、
村
上
光
雄
広
島
県
協
同
組

合
連
絡
協
議
会
会
長
（ 　
　

広
島
中

央
会
会
長
）
の
３
名
か
ら
、
災
害
時
協

定
や
消
費
者
被
害
防
止
、
平
和
や
福
祉

等
、
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
へ
の
生
協

の
幅
広
い
取
り
組
み
へ
の
評
価
と
期
待

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
行
政
と
関
係
団
体
（
各

協
同
組
合
、
消
費
者
団
体
、
被
爆
者

国際協同組合年・県連創立 45 周年記念

『第41回広島県生協大会』を開催

式　
　

典　

創
立
45
周
年
記
念 

功
労
者
表
彰
授
与

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
経
済
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
等
、

参
加
者
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
話
題

が
多
く
、
生
協
が
確
信
を
も
っ
て
進

む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
も
、
確
認

で
き
ま
し
た
。

　

地
球
規
模
の
課
題
に
つ
い
て
、
明

快
か
つ
温
か
な
口
調
で
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
い
た
だ
き
、生
協
組
合
員
・

役
職
員
は
も
と
よ
り
関
係
団
体
の
皆

さ
ん
か
ら
、
学
ぶ
点
の
多
い
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
内
容
だ
っ
た
と
、
高
い
評

価
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
協
同
組
合
間
の
協
同
の

あ
り
方
や
地
域
へ
の
関
わ
り
、
社
会

的
責
任
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
記
念
の

年
に
ふ
さ
わ
し
い
講
演
で
し
た
。

国
際
協
同
組
合
年
・
県
連
創
立
45
周
年
記
念

「
北
欧
視
察
研
修
」
報
告

記　

念　

講　

演

東
日
本
大
震
災 

復
興
支
援
継
続
の
思
い
を
込
め
て
…

ヴ
ィ
オ
ラ
：
沖
田
孝
司
さ
ん

ピ		

ア	

ノ
：
沖
田
千
春
さ
ん

「
国
際
協
同
組
合
年
と
環
境
共
生
型
社
会
」

東日本大震災チャリティーコンサート
にも精力的に取り組み、地元広島で音
楽を通したつながりづくりを大切に活
躍しておられる	沖田孝司さんのヴィオ
ラ演奏で幕を開けました。被災地に寄
り添った復興支援の継続を、参加者の
みなさんと確認しました。

事務局だより 事務局だより

食
の
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　

食
の
安
全
委
員
会

　

い
ま
、
朝
食
抜
き
で
登
校
す
る

子
ど
も
の
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

食
の
安
全
委
員
会
で
は
２
月
～

３
月
に
か
け
て
子
育
て
中
の
生
協

の
組
合
員
を
対
象
に
『
食
の
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
』
を
実
施
し
ま
し
た

（
５
７
１
枚
回
収
）。
集
約
結
果
か
ら

約
98
％
の
世
帯
が
朝
食
を
食
べ
さ

せ
て
い
ま
す
が
、
家
族
が
一
緒
に

朝
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
世
帯
は
63
・

４
％
で
し
た
。
残
り
の
世
帯
は
子

ど
も
だ
け
で
、
あ
る
い
は
１
人
で

食
べ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

一
緒
に
食
べ
な
い
理
由
の
約
６

割
は
家
を
出
る
時
間
が
違
う
か
ら

で
す
。
家
族
揃
っ
て
食
卓
を
囲
む

と
い
う
食
文
化
は
遠
距
離
通
勤
・

通
学
で
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
現
状
が
見
え
ま
し
た
。
朝
ご
飯

を
作
る
時
に
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
、

①
『
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
』

②
『
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
』

③
『
栄
養
バ
ラ
ン
ス
』

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
朝
の
時
間
は
、
簡
単
に

手
早
く
…
が
一
番
の
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
を
持
つ
若
い
世

帯
向
け
に
朝
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
作

り
を
計
画
中
で
す
。

（
事
務
局
）

団
体
、
社
協
、
ユ
ニ
セ
フ
、
環
境
・

福
祉
・
平
和
等　
　
　

、
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
、
中
国
新
聞
社
等
25
団

体
）
か
ら
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

講演に引き込まれる参加者

主
催
者
挨
拶
、
来
賓
祝
辞

来賓祝辞：湯﨑英彦広島県知事 主催者挨拶する岡村信秀会長理事

功労者表彰を受ける尾野展昭さん

パ
ン
・
ギ
ブ
ン
国
連
事
務
総
長
国
際
協

同
組
合
年
へ
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

I
C
A

F
E
C

J
A

N
P
O

J
A
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生
協
強
化
月
間
の
ス
タ
ー
ト
集
会
と

し
て
の
交
流
集
会
が
、
９
月
16
日
じ
ば

さ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
１
４
６
名

の
組
合
員
と
職
員
が
有
意
義
な
交
流
を

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
乃
美
専
務
か
ら
原
発
再
稼

働
、
消
費
税
増
税
の
問
題
な
ど
、
命
と

く
ら
し
の
危
機
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

今
こ
そ
、協
同
の
”わ
”を
大
き
く
広
げ
、

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
自
信
と
確
信
を
持
っ
て

生
協
強
化
月
間
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

つ
な
が
り
を
大
切
に

協
同
の
わ
を
広
げ
よ
う
！

ぼ
っ
け
え
元
気
が
で
る
交
流
集
会
に
１
４
６
名  

福
山
医
療
生
協

生
協
の
よ
い
と
こ
ろ
は
…

　

医
療
生
協
で
は
健
康
づ
く
り
が
出
来

る
。
健
診
料
金
が
安
い
。
手
配
り
で
近

　

産
地
直
送
の
野
菜
が
並
ぶ
店
先
で
、

そ
れ
を
作
っ
た
お
百
姓
さ
ん
の
写
真
を

見
か
け
る
。
そ
の
写
真
は
安
全
性
を
保

証
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ち
ょ
っ
と

高
い
の
で
買
わ
な
い
こ
と
も
多
い
が
、

安
心
感
が
あ
る
。　
　

　

賞
味
期
限
や
消
費
期
限
、
カ
ロ
リ
ー

や
成
分
表
示
を
確
か
め
て
買
っ
て
い
る

人
も
多
い
。
科
学
的
な
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
食
品
は
安
全
な
の
だ
が
、
そ
れ
は

安
心
と
同
義
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

安
心
は
心
、
気
持
ち
の
問
題
で
主
観
的

な
も
の
だ
か
ら
か
。

　

古
い
私
に
は
最
近
の
ネ
ッ
ト
通
販
の

伸
び
は
驚
異
で
あ
る
。
そ
の
商
品
の
情

報
は
過
不
足
な
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
に

し
て
も
、
実
物
を
見
た
い
と
考
え
る
私

は
や
っ
ぱ
り
古
い
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　

対
面
し
て
、
面
談
を
し
て
商
品
を

買
っ
て
も
ら
う
。
私
た
ち
が
扱
っ
て
い

ま
す
と
顔
の
見
え
る
営
業
活
動
を
、
学

校
巡
回
販
売
な
ど
を
今
後
と
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
信
用

を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

安
心
を
届
け
る

学
校
生
協
・
高
校
生
協
総
合
展
示
会
開
催

　

11
月
に
恒
例
の
総
合
展
示

会
を
三
次
、
広
島
、
福
山
の
３

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

展
示
会
は
学
校
生
協
と
高
校

生
協
と
の
共
催
で
行
っ
て
お

り
、
今
年
で
39
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
組
合
員
さ
ん
に

よ
る
模
擬
店
や
地
元
産
品
の

販
売
、
ま
た
、
お
楽
し
み
抽

選
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

様
々
な
企
画
を
用
意
し
ま
し

た
。

　

職
場
は
年
々
多
忙
化
し
、

日
常
の
生
協
活
動
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
展
示

会
が
組
合
員
さ
ん
と
指
定
店
、

そ
し
て
生
協
職
員
が
一
堂
に

会
し
て
交
流
を
深
め
る
絶
好

の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

広
島
医
療
生
協
の
セ
ン
タ
ー
病
院
広

島
共
立
病
院
が
建
て
替
わ
り
ま
す
。

　

共
立
病
院
が
開
院
し
た
の
は

１
９
７
７
年
、
今
か
ら
35
年
前
で
し

た
。
そ
の
10
年
前
に
医
療
生
協
を
発
足

さ
せ
、
安
佐
郡
祇
園
町
で
診
療
所
活
動

を
始
め
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
広
島
市

に
隣
接
し
た
地
域
で
あ
り
な
が
ら
も

「
夜
間
は
無
医
村
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

貧
困
な
医
療
状
況
で
し
た
。「
だ
れ
で

も
・
い
つ
で
も
診
て
く
れ
る
病
院
が
欲

し
い
」
と
い
う
願
い
が
広
が
り
医
療
生

協
が
設
立
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら

10
年
後
に
入
院
が
出
来
る
病

院
、
広
島
共
立
病
院
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
病
院
周
辺

は
、
稲
穂
が
黄
金
色
に
輝
く

田
園
地
帯
で
し
た
。

　

新
広
島
共
立
病
院
は
、
来

年
３
月
か
ら
工
事
開
始
で
す
。

患
者
駐
車
場
に
建
設
す
る
た

め
、
臨
時
駐
車
場
の
確
保
な

ど
悩
み
が
尽
き
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
訳
で
、
毎
年
開
催
し
て

き
た
健
康
ま
つ
り
「
い
き
い

き
健
康
カ
ー
ニ
バ
ル
」
も
今

年
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
病
院
建
設
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
、
今
ま
で
に
な

い
参
加
者
を
集
め
よ
う
と
支

部
組
合
員･

事
業
所
職
員
が

決
意
を
固
め
ま
し
た
。
沼
田

高
校
出
身
の
若
手
漫
才
コ
ン

ビ
「
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
」、
ご
当
地
ヒ
ー

ロ
ー
「
メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー
」
な
ど
を

招
き
、ま
つ
り
の
宣
伝
を
強
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
３
２
０
０
人
の
参
加
が
あ
り

大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。
ま
つ
り
協
力

券
も
普
段
の
倍
の
４
５
０
０
枚
普
及
で

き
ま
し
た
。

　

新
病
院
の
建
物
レ
イ
ア
ウ
ト
や
救
急

医
療
体
制
、
新
し
く
導
入
す
る
緩
和
ケ

ア
医
療
な
ど
の
情
報
交
流
も
し
っ
か
り

で
き
た
カ
ー
ニ
バ
ル
で
し
た
。
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

新
広
島
共
立
病
院
建
設
着
工

楽
し
か
っ
た
な
あ
！
「
２
０
１
２
い
き
い
き
健
康
カ
ー
ニ
バ
ル
」

第
31
回
生
協
ま
つ
り

と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
日
本
医
療
福
祉
生
活
協
同

組
合
連
合
会
専
務
理
事
藤
谷
惠
三
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演
「
あ
な
た
と
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
聞
い
た
の
ち
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
発
な
意
見
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

所
の
組
合
員
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
た
。
班
会
で
仲

間
と
の
楽
し
み
が
増
え

た
。
た
す
け
あ
い
の
会
で

活
動
・
利
用
が
で
き
る
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

協
同
の
わ
を
ひ
ろ
げ
よ
う

　

体
験
を
話
し
て
仲
間
を

増
や
し
た
い
。
健
診
の
お

勧
め
は
人
助
け
。
地
域
や

組
合
員
に
一
人
ぼ
っ
ち
を

作
ら
な
い
よ
う
に
。
仲
間

ふ
や
し
は
難
し
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
ま
ず
つ
な
が

り
を
作
ろ
う
。な
ど
、ぼ
っ

け
ぇ
元
気
の
出
る
交
流
集

会
と
な
り
ま
し
た
。

  

意
見
交
流
会

生協ひろしまの組合員さんや職員がメッセージを書いたの
れんをかけました

コープふくしまの組合員さんや職員が手伝ってくださり、
大変助かりました

釜石市で開催された生協まつりに出店。昨年は震災の影響
で中止だったそうです

　東日本大震災で被災された方々の気持ちに寄り添い、
「私たちは忘れていません」というメッセージを伝
え、少しでも元気になっていただこうと、生協ひろ
しまから「お好み焼き隊」を派遣しました。派遣先
は、福島、宮城、岩手の３県。組合員と、役職員総
勢18名が、ボランティアとして参加し、地元の仮
設住宅などでお好み焼きを食べていただきました。
派遣に当たってはオタフクソースさんが全面的に協
力してくださり、事前の「焼き方研修」ばかりでなく、
ソースや食材などの提供を受け、今回の企画を実現
することができました。

「広島の心と味」を被災地に届けました

福島県 福島市と安達郡
10 月 8 日（月）・9 日（火）

宮城県 名取市、東松島市、仙台市
10 月 11 日（木）・12 日（金）　

岩手県釜石市、大槌町
10 月 14 日（日）・15 日（月）

672 枚 焼きました

竹
原
生
協

広
島
医
療
生
協

広
島
県
学
校
生
協

広
島
県
高
校
生
協　

専
務
理
事

生協ひろしま

青
菜
ブ
ー
ス
が
大
に
ぎ
わ
い
！

　

去
る
10
月
28
日
（
日
）、
第
31
回
生

協
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
日
か

ら
の
雨
に
実
行
委
員
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な

が
ら
準
備
を
進
め
ま
し
た
が
、
開
会
に

合
わ
せ
た
よ
う
に
雨
は
あ
が
り
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
太
鼓
が
鳴
り
響
く
中
、
盛

大
に
ま
つ
り
を
開
く
事
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
店
舗
の　
　

を
兼
ね
て
扇

町
店
駐
車
場
を
会
場
に
し
ま
し
た
が
、

毎
年
大
賑
わ
い
を
み
せ
る
青
果
ブ
ー
ス

を
始
め
と
し
て
各
ブ
ー
ス
で
も
元
気
な

声
が
飛
び
交
い
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
太
鼓

や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の
披
露
に
組
合
員
さ

ん
か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
笑
顔
が

見
ら
れ
る
よ
う
、
生
協
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
！

P
R
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広
島
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会
の
動
き

湯
﨑
英
彦
知
事
と
懇
談　
　
　
　

■
日
時　

12
月
４
日
（
火
）

■
会
場　

広
島
県
庁
知
事
室

　

広
島
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

(

県
内
７
つ
の
消
費
者
団
体
で
構
成　

以
下
消
団
連)

は
湯
﨑
英
彦
広
島
県
知

事
を
訪
問
し
、
２
０
１
２
年
８
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
実
施
し
た『
意
識
調
査
』

及
び
２
０
１
１
年
度
実
施
し
た
『
市
町

消
費
者
行
政
し
ら
べ
』
に
つ
い
て 

報

告
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
清
田
清
美
会
長
が
お
礼
と

挨
拶
を
述
べ
た
後
、
生
協
連
の
岡
村
会

長
理
事
が
調
査
結
果
を
報
告
・
説
明
し

ま
し
た
。

　

30
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
設
定
の

中
で
報
告
を
含
む
懇
談
会
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
懇

談
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

消
団
連
で
は
、毎
年
「
消
費
者
問
題
」

に
つ
い
て
の
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
１
年
度
は
県
内
各
市
町

の
消
費
者
行
政
の
現
状
や
「
地
方
消
費

者
行
政
活
性
化
基
金
」
終
了
後
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

●
調
査
の
方
法

　

２
０
１
１
年
の
12
月
か
ら
２
０
１
２

年
２
月
に
か
け
て
、
地
元
の
消
費
者
団

体
の
会
員
と
窓
口
を
訪
問
し
、
担
当
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
趣
旨
を
説
明
し
、
簡

単
に
状
況
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。
回
答

い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
つ
い

て
は
後
日
返
送
い
た
だ
く
と
い
う
方
法

で
実
施
。
９
市
14
町
す
べ
て
か
ら
回
答

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
調
査
結
果
の
概
要

１　

消
費
生
活
相
談
窓
口
の
概
要

　

広
島
県
で
は
、
２
０
１
０
年
４
月
に

県
内
全
て
の
市
町
に
窓
口
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
４
市
で
相
談
員
が
増
員
さ

れ
ま
し
た
が
、
半
数
の
５
市
７
町
は
相

談
員
１
名
体
制(

兼
務
含
む)

で
あ
り
、

相
談
員
が
対
応
す
る
日
数
も
週
１
日
か

ら
６
日
と
地
域
格
差
が
あ
り
ま
す
。
財

政
や
人
員
確
保
の
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
兼
務
の
自
治
体
へ
は
専
門
相
談
員

の
配
置
を
消
費
者
と
し
て
は
望
み
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

２　

相
談
件
数
、
内
容

　

相
談
件
数
は
、
２
０
０
４
年
を
ピ
ー

ク
に
、
減
少
傾
向
で
、
２
０
１
１
年
度

も
２
万
７
千
件
余
り
と
前
年
を
約
８
％

下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
人
口
２
万
人
規

模
の
市
町
で
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
小

規
模
の
自
治
体
で
は
、
活
性
化
基
金
の

活
用
に
よ
り
、
相
談
体
制
の
整
備
、
住

民
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動
が
強
化
さ
れ
、

相
談
の
掘
り
起
こ
し
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

年
齢
別
で
は
、
高
齢
者
が
増
加
。
若

者
層
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
係
の
相

談
は
多
い
よ
う
で
す
。相
談
内
容
で
は
、

有
料
サ
イ
ト
や
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
の
情

報
通
信
サ
ー
ビ
ス
や
、
未
公
開
株
な
ど

金
融
商
品
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
悪
質
業
者
の
手
口
も
巧
妙
化

し
て
お
り
、
相
談
内
容
が
複
雑
で
対
応

が
困
難
な
状
況
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

３ 

消
費
者
行
政
予
算
、
活
性
化
基
金

 　

の
活
用
状
況

　

全
て
の
市
町
で
基
金
が
活
用
さ
れ
、

窓
口
の
整
備
や
相
談
員
の
資
質
向
上
、

啓
発
事
業
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

特
に
啓
発
事
業
で
は
、
普
段
の
生
活

に
も
役
立
つ
啓
発
グ
ッ
ズ
の
作
成
、
積

極
的
な
出
前
講
座
の
実
施
な
ど
、
有
効

な
活
用
に
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
予
算
に
対
す
る
基
金
の

構
成
比
を
み
る
と
、
７
０
％
以
上
の
市

町
が
４
市
７
町
と
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
が
、
依
存
度
の
高
い
自
治
体
に

お
い
て
は
、
基
金
終
了
後
の
消
費
者
行

政
が
ど
う
な
る
か
、
消
費
者
と
し
て
は

心
配
な
点
で
す
。

４ 

基
金
終
了
後
の
課
題
、
消
費
者
行

     

政
の
悩
み

　

各
自
治
体
と
も
、相
談
体
制
の
維
持
、

推
進
は
必
要
と
の
共
通
認
識
を
持
っ
て

お
り
、
財
源
の
確
保
が
最
大
の
悩
み
。

基
金
に
代
わ
る
財
政
的
支
援
を
要
望
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
と
窓
口
の
周
知
徹
底
、
相
談

の
掘
り
起
こ
し
も
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
窓
口
に
来
な
い(
来
ら
れ
な
い)

方
へ
の
対
策
が
必
要
で
す
。

５ 

高
齢
者
の
被
害
防
止
の
た
め
の
連

     

携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

７
市
６
町
で
、
福
祉
関
係
機
関
と
の

連
携
が
あ
り
、
連
携
が
な
い
と
い
う
市

町
で
も
、
個
々
の
ケ
ー
ス
で
は
相
談
・

連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
必
要
な
機
関

へ
の
「
橋
渡
し
」
が
で
き
て
い
ま
す
。

ほ
ぼ
全
て
の
市
町
で
、
被
害
防
止
の
た

め
に
「
地
域
で
の
見
守
り
は
重
要
」
と

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
消
費
者
団
体
へ
の
期
待
、
課
題
に
つ

い
て

①
消
費
者
問
題
の
専
門
家
と
し
て
、
行

政
や
地
域
と
連
携
し
消
費
者
被
害
防
止

に
役
割
発
揮
を
。

②
消
費
者
力
の
ア
ッ
プ
と
地
域
へ
関
心

を
持
つ
、
自
覚
と
責
任
の
あ
る
消
費
者

に
。

③
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

推
進
し
、「
消
費
者
被
害
を
許
さ
な
い

広
島
県
」
の
実
現
を

　

以
上
の
期
待
、
課
題
を
受
け
て
、
今

後
も
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
※
広
島
県
生
協
連
は
、
広
島
県
消
費

者
団
体
連
絡
協
議
会
の
事
務
局
を
担
当

し
て
い
ま
す
。）

市
町
の
消
費
者
行
政
し
ら
べ
結
果
報
告

　

広
島
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
（
旧
（
財
）

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会　

広
島
県
支
部
）

は
、
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
ユ
ニ
セ
フ
活
動
の
広
島
の

拠
点
と
し
て
、
２
０
０
６
年
３
月
に

地
域
の
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
得
て

設
立
さ
れ
、
７
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

　

世
界
で
は
、
年
間
約
７
６
０
万
人

の
子
ど
も
た
ち
が
満
５
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
命
を
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
十
分

な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
、

栄
養
不
良
、
安
全
な
水
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
自
然
災
害
、
紛
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
が
あ
り
、
厳
し
い
環
境
で
生
き

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
す
。
ま
た
、

学
校
に
も
通
う
こ
と
が
で
き
ず
、
過

酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
も
沢
山
い
ま
す
。

　

広
島
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
は
、
こ
う

し
た
子
ど
も
達
の
現
状
を
ポ
ス
タ
ー

展
、講
演
会
、学
習
会
な
ど
を
通
し
て
、

広
島
県
内
の
よ
り
多
く
の
方
に
お
伝

え
し
、
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
の
活

動
の
中
で
は
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
国
際
交
流
・
協
力
に
関
係
す

る
事
業
な
ど
毎
年
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
活
動
も
あ
り
、
一
年
間
貯
め
て

お
い
て
く
だ
さ
っ
た
募
金
を
お
届
け

く
だ
さ
る
方
も
あ
り
、
地
域
に
少
し

ず
つ
で
も
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
が
根
付

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
、
大
き

な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
に
は
、
広
島
市
内
で

三
か
所
、
東
広
島
市
内
で
一
か
所
で
、

「
ワ
ク
チ
ン
で
、守
ろ
う　

小
さ
な
命
」

を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ニ
セ
フ
ハ
ン
ド
・

イ
ン
・
ハ
ン
ド
募
金
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
と
て
も
寒
い
一
日
で
し
た
が
、

幼
児
か
ら
小
学
生
、
中
高
校
生
の
参

加
も
あ
り
元
気
い
っ
ぱ
い
に
呼
び
か

け
を
し
、
道
行
く
人
々
か
ら
「
ご
苦

労
さ
ま
」、「
頑
張
っ
て
ね
」
と
声
も

か
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
沢
山
の

暖
か
い
お
気
持
ち
と
募
金
を
お
預
か

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
人
一
人
で
は
ほ
ん
の

小
さ
な
力
で
も
同
じ
思
い
を
持
っ
て

い
る
人
が
沢
山
集
ま
れ
ば
、
大
な
力

に
な
り
、
そ
れ
が
ま
た
次
の
活
動
へ

の
一
歩
と
つ
な
が
り
ま
す
。「
守
り
た

い
、
子
ど
も
の
命
と
未
来
」
を
合
言

葉
に
私
た
ち
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？   

　
　
　
　

 （
事
務
局
長
）

「
守
り
た
い
、
子
ど
も
の
命
と
未
来
」
を
合
言
葉
に

広
島
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

消
費
者
の
つ
ど
い
２
０
１
２

■
日
時　

11
月
７
日
（
水
）

■
会
場　

鯉
城
会
館

　

消
費
者
の
つ
ど
い
は
、
消
費
者
団
体

相
互
の
交
流
と
活
性
化
の
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
一
般
消
費
者
を
交
え
て
複

雑
・
多
様
化
す
る
消
費
者
問
題
を
考
え
、

消
費
者
啓
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。（
広
島
県
と

の
共
催　

参
加
者
約
２
０
０
名
）

　

消
費
者
団
体
の
活
動
報
告
（
意
識
調

査
の
分
析
結
果
・
寸
劇
に
よ
る
消
費
者

啓
発
活
動
）
の
後
、
弁
護
士
で
東
京
経

済
大
学
教
授
の
村
千
鶴
子
さ
ん
が
、『
わ

か
っ
て
い
る
の
に
だ
ま
さ
れ
る
の
は
な

ぜ
？　

〜
消
費
者
心
理
に
つ
け
こ
ん
だ

悪
質
商
法
に
遭
わ
な
い
た
め
に
〜
』
と

題
し
て
講
演
。
悪
徳
業
者
が
消
費
者
の

心
理
に
つ
け
込
む
説
得
技
術
の
あ
れ
こ

れ
や
認
知
心
理
学
・
行
動
経
済
学
な
ど
、

興
味
深
い
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
90
分

で
し
た
。

講師：村千鶴子弁護士

■
参
加
：
３
会
員
生
協
80
人

　

県
連
「
福
祉
事
業
推
進
協
議
会
」
で

は
、
生
協
の
福
祉
現
場
で
働
く
一
人
ひ

と
り
が
生
き
生
き
と
輝
け
る
こ
と
を
応

援
す
る
学
習
交
流
会
を
、
年
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
６
回
目
の
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
伝

え
方
」。

　

講
師
は
、
㈳
リ
エ
ゾ
ン
地
域
福
祉

研
究
所
代
表
理
事
の
丸
山
法
子
さ
ん
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
心
の
楽
し
く
あ
っ

と
い
う
間
に
感
じ
た
２
時
間
半
の
中

で
、
相
手
を
大
切
に
し
な
が
ら
自
分
の

気
持
ち
や
意
見
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
磨
き
ま
し
た
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

「
丸
山
先
生
の
講
義
に
引
き
込
ま
れ
、

時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
五
感
を
使
っ
て
素
敵
な
意
思

疎
通
が
は
か
れ
れ
ば
、
素
敵
な
仕
事

が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。」

「
言
葉
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と

を
体
感
し
ま
し
た
。
笑
顔
、
態
度
、

視
線
、
聞
き
方
の
く
せ
な
ど
を
理
解

し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で

す
。」（
ヘ
ル
パ
ー
）

「
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
の
癖
に
気
づ
け
ま
し
た
。」

「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
の
会
話
で
も
信

頼
関
係
を
築
き
、
利
用
者
さ
ん
の
満

足
度
へ
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
努
力

し
た
い
で
す
。」（
サ
ー
ビ
ス
提
供
責

任
者
）

「コミュニケーション力アップ学習会」を開催
第６回福祉学習交流会

■日時：12 月 15 日（土）　■会場：広島中央保健生協「生協けんこうプラザ」研修室（広島市西区）  

主催者挨拶をする高田公喜専務理事講師の丸山法子さん 笑顔の絶えない会場



■
日
時　

２
０
１
２
年
11
月
15
日
（
木
）

■
会
場　

広
島
県
防
災
拠
点
施
設

　
　
（
三
原
市
本
郷
町
、
広
島
空
港
隣
）

■
主
催　

広
島
県

　

広
島
県
と
民
間
事
業
者
団
体
・
防
災

関
係
機
関
・
市
町
等
が
連
携
し
標
記
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
の

特
徴
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
生
協
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
16

事
業
者
30
人
を
加
え
て
実
施
さ
れ
た
こ

と
で
す
。（
全
体
規
模
１
３
０
人
）

　

広
島
県
生
協
連
か
ら
は
、　　

 

ネ
ッ

ト
と
生
協
ひ
ろ
し
ま
の
２
名
が
「
連
絡

員
」（
※
１
）
と
し
て
、「
救
援
物
資
等

調
達
・
配
送
訓
練
」
に
参
加
し
ま
し
た

（
並
行
し
て
、
通
信
途
絶
事
故
対
応
訓

練
、
代
替
施
設
運
営
訓
練
等
あ
り
）。

　

緊
急
物
資
調
達
の
流
れ
に
つ
い
て
、

県
の
防
災
計
画
に
事
業
者
団
体
の
立
場

の
気
づ
き
が
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆

す
べ
き
で
、
協
定
が
実
際
に
発
動
さ
れ

た
際
の
生
協
の
体
制
・
対
応
に
つ
い
て

も
、
具
体
的
に
検
討
す
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

県
生
協
連
は
こ
れ
か
ら
も
、
行
政
や

関
係
団
体
・
事
業
者
と
連
携
し
、
総
合

力
で
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心
、
と
り

わ
け
防
災
・
減
災
・
救
援
活
動
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
会
員
生
協
や
日
本
生
協

連
・
全
国
生
協
と
も
力
を
合
わ
せ
、
積

極
的
に
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

（
生
協
ひ
ろ
し
ま
の
重
信
管
理
部
統
括

部
長
・
中
嶋
リ
ス
ク
管
理
担
当
と
、
県

連
の
岡
村
会
長
理
事
・
板
屋
事
務
局
次

長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
見
守
り
ま

し
た
。）

※
１　

　
「
連
絡
員
」
と
は
、
県
災
害
対
策
本
部
又

は
救
援
物
資
輸
送
拠
点
等
に
生
協
が
派
遣

す
る
物
流
専
門
家
の
こ
と
で
、
県
と
県
生

協
連
が
「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
調
達

等
に
関
す
る
協
定
書
」
締
結
（
２
０
１
２

年
６
月
13
日
）
の
際
に
、「
連
絡
員
を
派
遣

す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨

を
明
記
し
ま
し
た
。(

な
お
こ
の
協
定
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
翌
１
９
９
６
年
に
、

県
と
生
協
ひ
ろ
し
ま
・
日
立
造
船
因
島
生

協
・
竹
原
生
協
が
結
ん
で
い
た
協
定
を
、

連
合
会
で
取
り
ま
と
め
る
形
で
見
直
し
し

た
も
の
で
す
。)

広
島
県
「
平
成
24
年
度

大
規
模
災
害
対
応
訓
練
」
に
参
加

TOPICS & TOPICS

手前からコープ CS ネット松尾 CSR・ISO 統括課長、生協ひろしま吉田物流企画 G 統括課長

■
日
時　

10
月
４
日
（
木
）

■
会
場　

広
島
県
健
康
福
祉
局
長
室

　

広
島
県
生
協
連
「
福
祉
事
業
推
進
協

会
」
で
は
、
県
の
医
療
・
介
護
・
福
祉

政
策
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
定
期

的
に
健
康
福
祉
局
長
と
懇
談
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、佐
々
木
健
康
福
祉
局
長
、

棚
田
地
域
ケ
ア
部
長
は
じ
め
、
医
療
政

策
課
・
健
康
対
策
課
・
地
域
福
祉
課
・

高
齢
者
支
援
課
・
介
護
保
険
課
よ
り
高

齢
者
福
祉
関
係
全
て
の
課
長
に
も
ご
多

用
な
中
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
協
か
ら
は
、
岡
村
会
長
理
事
、
高

田
協
議
会
代
表
は
じ
め
９
名
が
出
席

し
、「
北
欧
視
察
研
修
」
で
高
齢
者
施

設
・
住
宅
の
先
進
事
例
か
ら
学
ん
だ
理

念
や
、
広
島
医
療
生
協
が
新
設
す
る
ガ

ン
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
構
想
な
ど
に
つ
い

て
、
報
告
し
ま
し
た
。

　

県
か
ら
は
、
購
買
生
協
の
移
動
販
売

車
（「
広
島
県
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
事
業
」
助
成
）
や
、
医
療
生
協
の

健
康
増
進
班
活
動
等
に
つ
い
て
評
価
い

た
だ
き
、
暮
ら
し
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
・「
生
活
支
援
」
分
野
へ
の
更
な
る

貢
献
や
、
他
の
地
域
資
源
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
要
と
し
て
の
役
割
発
揮
に
つ

い
て
、
期
待
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
県
内
の
医
療
・
介
護
な

ら
び
に
地
域
福
祉
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
生
協
間
連
携
を
強
め
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

15

広
島
県
健
康
福
祉
局
長
と
懇
談

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
基調講演　『老いの安全・安心を守る』
　　　　　　　――高齢者・消費者被害を防ぐために――
　　　　　　　講師　樋口恵子さん
　　　　　　　高齢社会をよくする女性の会 理事長
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　消費者ネット広島では、高齢者等が安心してくらしていく
ための ｢見守り｣ の取り組みが地域や組織を超えて広がって
いくことを願い、標記行事 (基調講演・パネルディスカッショ
ン )を開催します。是非ご参加ください。
■日　時　2013 年 2 月 25 日（月）13：00-16：00
■会　場　広島県民文化センター　ホール
■参加費　無料
※パネルディスカッションでは、最新被害事例や対策、地域
の見守りについて話し合っていただく予定です。
■お申込み・お問い合わせ ( 主催 )
　　　特定非営利活動法人消費者ネット広島
　　　TEL　082-962-6181

（※広島県生協連は消費者ネット広島を応援しています。）

　12 月 5 日の弊会第 4 回理事会におい
て、岡村信秀会長理事が兼務しており
ました専務理事の職が解かれ、新たに
高田公喜 ( 現常務理事 ) が専務理事に就
任いたしました。倍旧のご指導とご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げます。

役員執行体制のお知らせ

高齢者の消費者被害防止シンポジウムのご案内

C
S


